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活発に討議を行う参加者

実演を交えて解説す
る講師の岡本伸治氏

和菓子の材料で作った
デミグラスハンバーグ

を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講

師
は
、
有
限
会
社
夢
菓
子
工
房
こ
と
よ

代
表
取
締
役
・
岡
本
伸
治
氏
。

　

岡
本
氏
は
、
優
れ
た
和
菓
子
職
人
に

与
え
ら
れ
る
「
選
・
和
菓
子
職
」（
全

国
和
菓
子
協
会
認
定
）
の
認
定
を
持
つ

ほ
か
、
様
々
な
和
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
入
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
製
菓
技

術
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

講
習
会
で
は
、
生
地
の
配
合
の
違
い

に
よ
る
出
来
上
が
り
の
変
化
や
、
色
使

い
に
よ
る
四
季
の
表
現
方
法
等
に
つ
い

て
、
岡
本
氏
自
ら
が
実
演
を
交
え
て
解

説
。特
に
、「
デ
ミ
グ
ラ
ス
ハ
ン
バ
ー
グ
」

に
見
立
て
て
製
作
さ
れ
た
和
菓
子
に
は
、

参
加
者
よ
り
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
。

労
働
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業（
協
）

製
菓
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

群
馬
県
菓
子（
工
）

創
立
45
周
年
記
念
式
典
開
催

群
馬
県
室
内
装
飾
事
業（
協
）

　

阿
部
氏
は
、
特
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

起
こ
る
背
景
と
し
て
、
行
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
を
正
し
く
知
ら
な
い
「
無
知
」

と
、
自
分
の
行
為
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

該
当
す
る
こ
と
に
気
が
付
か
な
い
「
無

自
覚
」
が
あ
る
と
指
摘
。「
自
分
は
大

丈
夫
」
と
思
わ
ず
、
批
判
的
に
自
身
を

捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調

し
た
。

　

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合

（
小
山
淳
旨
理
事
長
）
は
、
１
月
26
日
、

高
崎
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高

崎
に
お
い
て
、「
労
働
管
理
研
修
に
つ
い

て
」を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。

講
師
は
、
株
式
会
社
イ
ン
ソ
ー
ス
の
阿

部
光
之
氏
。

　

講
習
会
で
は
、「
労
働
関
係
法
令
」
の

講
義
の
ほ
か
、「
残
業
削
減
の
取
組
み
」

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」、「
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
と
い
っ
た
個
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
グ
ル
ー
プ
討
議
も
行
わ
れ
た
。

　

群
馬
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合

（
久
保
田
清
理
事
長
）
は
、
２
月
７
日
、

前
橋
市
・
前
橋
商
工
会
議
所
会
館
に
お

い
て
、
創
立
45
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
た
。
当
日
は
、
組
合
員
、
来
賓
、
関

係
者
ら
約
80
名
が
出
席
し
た
。

　

式
典
で
は
、
記
念
表
彰
が
行
わ
れ
、

組
合
運
営
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
組

合
員
や
そ
の
従
業
員
に
対
し
て
表
彰
状

及
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
風
水
イ
ン
テ
リ

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
石
田
美
弥
子
氏
に
よ

る
、「
幸
運
を
引
き
寄
せ
る
イ
ン
テ
リ
ア
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
講
演
会
と
祝
賀

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

表彰状を授与する久保田理事長
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群
馬
県
菓
子
工
業
組
合
（
髙
野
博
道

理
事
長
）
で
は
、
２
月
４
日
、
前
橋

市
・
東
日
本
製
菓
技
術
専
門
学
校
に
お

い
て
、「
製
菓
技
術
の
向
上
策
に
つ
い
て
」


